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　今年は東毛地域での開
催を模索、桐生市周辺とし
て準備を進め、群馬 - 栃木
県境を含む前仙人ヶ岳を
中心とした縦走コースを
選択、直前の下草刈りなど
で開催にこぎ着けました。

　群馬県桐生市と栃木県足利市にまたがるこの地域は、
冬場の乾燥が著しく、何度も大規模な山林火災が発生、
今回のコースも 2014 年春先に 260 ヘクタールもの面積
を焼失、2021 年冬にも前仙人ヶ岳山頂付近が再び焼け
ています。
　火災の原因は特定されていないものも多いですが、地
勢的に火災の危険性が高く、火の不始末などはもっての
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一般社団法人となって初めての今大会は、名称を「県
民登山大会」から「ぐんま県民登山」と改め、従来

の良さを継承しつつ、広く一般に受け入れやすくなるこ
とを期待しました。
　10 月 29 日（日）、期待に応えるかの様に一般申込者数
が増え、一般23名＋会員58名＋本部待機2名（合計81名）
が参加し、秋の環境美化運動と兼ねて開催され無事に終
えることが出来ました。
　当日は、夕立の様な雨が
降り始め雨具を着用する
場面もあったものの間も
なく日射しが回復、展望に
も恵まれ秋の快適な登山
で締めくくれました。

第46回 ぐんま県民登山開催報告 （2023／桐生市・前仙人ヶ岳）
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外。森林に育まれる生き物たちを根こそぎ奪い去る恐怖
を忘れてはならないとこのコースは身に染みて感じさせ
てくれます。
　山火事の結果ではありますが、関東平野の展望が素晴
らしく開けていることは我々登山者にとっては大変嬉し
いことです。標高こそ 1,000m に満たないために赤城榛
名に遮られて西側の遠望はあまり期待できませんが、秩
父から丹沢、筑波から千葉方面まで広い関東平野が見渡
せる魅力は県内随一ではないでしょうか。この市街地の
展望は、足元の山火事の痕跡と相まって様々なことを考
えさえてくれるでしょう。装備と経験の整った方々には

ぜひ、日の出・日暮れの景観も味わっていただきたい場
所です。
　今回山に入る直前、熊の目撃情報が届いていました。
山林の回復と共に生き物たちも戻って来ています。深い
山を抱えるこの地域へ立ち入る際には十分な準備と注意
を払って出かけて欲しいと願います。
　最後に、コース整備と運営に大変な労力を割いていた
だいた桐生山岳会の皆さま他、会員の方々、駐車場のご
協力をいただいた泉龍院様、「今日は楽しかった、いいコー
スですね」とお声掛けいただいた多くの参加者の皆さま
に感謝申し上げます。　　　　　　　   事務局長　小池寛喜

　ジュニア委員会では 10 月 28 日、沼田市下川田町の岩場で「自然観察と岩登り体験」を開きました。参加した
子どもたちは岩登りにチャレンジするとともに、岩場近くの集落では越屋根の観察や沼田の河岸段丘について勉
強し、お昼休みには南に大きくそびえる子持山などの解説も聞き、充実した一日となりました。
　小学 1 年生から中学 3 年生までの 24 人に大人を加えた 46 人が参加し、大人も 11 人が岩登りに挑戦しました。
小学１、2 年生が 10 人と最も多く、中学生は今までで最も多い 4 人が参加しました。また祖父母との参加や外国
人のお父さんの参加も初めてのことでした。
　子どもゆめ基金の助成活動になってから、広報にお金を使わせていただけることの効果が表れてきており、初
めての参加者の増加や募集人数越えの申し込みに繋がっております。今後は上毛新聞の紙面掲載などもお願いし
て行こうと思います。

ジュニア委員会　岩登り体験

左上：河岸段丘を見て解
説を聞く
下：登り方や注意点、声
のかけ方などを具体的に
説明
右：岩登りにチャレンジ
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20 23 年 9 月 7 日群馬県生涯学
習センターを会場としキネ

シオテーピング講座を実施。講師は元
いずみ整体院院長を務められキネシオ
テープ指導員としても活躍、元群馬岳
連遭難救助隊副隊長でもある中原正喜
先生にお願いした。
　受講生は 33 名、今年度の「山の勉
強会」では参加人数が最も多く、大盛
況となった。
　冒頭キネシオテーピングの理論で
テープの特徴や取扱いについての講義。

「キネシオテープは筋肉に沿って貼る、
ケガをしてからではなく、快適に動く
ことが基本であること」、その後「なぜ
足がつるのか」の講義。登りでつま先
着地することによりふくらはぎに負担
が発生して足がつる場合が多く、踵着
地がベターとのこと。また、普段の運
動量と山での運動量の差が大きいほど
足がつるということを聞き、普段から
足首を柔軟にするストレッチやトレー
ニングが重要であることを認識した。
そのあと実際に足がつった時の対処を

群馬岳連の自然観察会（第 18 回）

個人会員委員会山の勉強会「キネシオテーピング講座」実施報告

実演。普段足のつることが多いという
参加者をモデルとして仰向けに寝かせ、
負傷した足を上げてふくらはぎの筋肉
を伸ばす。ポイントは足首を脛側に強
く曲げ、つま先を頭の方へ強い力で曲
げふくらはぎを伸ばす。非常に痛がる
が 30 秒間キープするのがコツ。短い
と再発する。
　次にキネシオテープの効果を確認。
足の甲から脛にかけてキネシオテープ
を１本貼るだけで足首の力が驚くほど
強くなることを確認した。
　実習は参加者が２人１組となりキネ
シオテープの貼り方、貼った時の効果
を体感する。
　足がつったときの対処、予防として
の対応で踵からふくらはぎへのキネシ
オテーピング。筋肉に沿わせてテープ
を貼ることを意識し、テープの伸ばし
加減も体感した。
　中原先生は各グループのテーピング
をチェック。都度的確にアドバイスを
していただく。
　ふくらはぎの後は膝のテーピング、

内ももの筋肉を一旦伸ばし足の付け根
から内腿に沿わせてテープを貼る、次
に Y 字に切り込みを入れたキネシオ
テープを切り込みが膝上 5cm にくるよ
うセットし腿の上部側へ伸ばして貼る、
下部は膝を最大限曲げて Y 字テープを
伸ばしながら、膝のお皿を左右に巻き、
膝正面で交差し止める。
　最後の実習は足首の捻挫。足首を外
側に強く捻りふくらはぎの外側から
テープを強く伸ばして貼る。さらに足
首を固定するため足底の外側からくる
ぶしの下を周回し、足首までテープを
強く伸ばしながら貼る。
　最後に活発な質疑応答で講習会は大
盛況で終えた。
　今回の講習会ではキネシオテーピン
グの貼り方を理解することができた。
これを実践で役立たせるためには何度
も何度も繰り返し貼り体で覚えること
がとても重要だと感じた。
　今回、講習会を快くお引き受けてい
ただいた中原先生に感謝いたします。

個人会員委員会委員長　根岸　仁
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13日。国内線で 30 分のポカ
ラに向かう。上空からはヒ

マラヤの高峰が望まれ、気分は盛り
上がるばかり。ポカラから４輪駆動
車３台に分乗して、車の入れる最奥
のニューブリッジに向かう。山道に
なるにしたがい、何かに掴まってい
ないと乗っていられない悪路となり、
腹筋が鍛えられる。名の通りのニュー
ブリッジの長い吊り橋（255m）を渡
るとすぐに宿泊地のジヌーダンダ（標
高 1780m）である。
　14 日。ガイド 3 人と 7 人のポーター
を従えて本格的なトレッキングが始
まる。7 時過ぎから約９時間ゆっくり
歩いてドバン（2505m）泊となる。
 　15 日。出発前の部屋前の椅子に
座ると、すぐ先の赤いラリーグラス

（シャクナゲ）の上方に望まれるマ
チャプチャレの魚の尻尾形の山頂が

招いている。7 時前に出発し、デウラ
リ（3280m）のロッジレストランで
の昼食をはさんで、3 時過ぎにマチャ
プチャレ BC（以下 MBC）（3700m）
に入る。高度の影響で食欲のなくなっ
た人もいたが、多くのメンバーは下
界と変わらず酒と食事を楽しんだ。
　16 日。雪をまとい朝陽に輝く峰々
に囲まれた MBC ロッジを、朝食抜き
で 5 時半に立つ。左手の斜面から雪
崩のデブリが登山道まで寄せている。
雪がやっと消えて現れた道脇の枯草
が焼かれ黒くなり、その若芽が出る頃
には下の村で飼っている羊が登って

くるという。アンナプルナⅠ峰 BC（以
下 ABC）が見えてくると、内院である。
ヒウンチュリ・アンナプルナサウス・
アンナプルナⅠ峰（南壁）に囲まれる。
ABC のロッジで遅い朝食を済ませ、
今回のガイドが事前に降してくれた 2
人の慰霊碑に向かう。刻まれた年齢の
若さに改めて無念さを募らせた。酒
を手向け線香をあげ、山の歌を奏で
るオカリナの音色を耳に、全員で手
を合わせ冥福を祈るばかりであった。
　後髪引かれながら、内院の山々を
振り返りながら下山し、11 時前には
MBC 帰 着。 そ の
ままロッジに入る
と飲み過ぎてしま
いそうな私は、時
間 的 に も う 一 度
ABC に行けそうな
ことから、雲行き
の悪くなる中、再
度上に向かう。途中から雪になって
きたが、先ほどと同じ道である。人
通りの少なくなった時間、小雪の中、
ABC 到着。内院の山々は見えない。
もう一度手を合わせて下山した。

慰霊碑

群馬岳連激闘アンナプルナⅠ峰の BC を訪ねて  ３－ 2
高橋守男（沼田山岳会・高体連ＯＢ会会員）　

コラム［嶺
n e

  呂
r o

］ 04 

本格的なトレッキングがスタート アンナプルナ南壁

マチャプチャレ BC
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NEWS＆TOPICS
山の日イベント in谷川岳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　8 月 11 日、恒例の山の日イベント in 谷川岳がみなかみ町湯檜曽の谷川岳インフォメーションセンターを拠点に開催されました。
今年は西黒尾根コースと沢巡りの自然観察・スィーツコースに加え、白毛門往復が加わり、清水峠弾丸ツアーも復活しました。

妙義ビジターセンターがオープン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　8 月 11 日、富岡市妙義町の妙義神社に近い妙義山中腹に富岡市妙義ビジターセンターがオープンしました。約 30 年前に開館
した妙義ふるさと美術館をリニュアルしたもので、妙義山周辺の観光や登山情報のほか、妙義山の大型立体模型やパネル展示で
妙義山の自然や歴史をわかりやすく解説しています。またアートギャラリーでは絵画や工芸等の企画展を随時開催し、自然との
ふれあい、芸術とのふれあいを楽しめる施設になっています。
　休館は月曜（月曜日が祝日のときはその翌日）と年末年始で、開館時間は午前 9 時 00 分～ 17 時 00 分まで（入館は 16 時 30
分まで）。入館料は無料です。

ぐんま山フェスタ2023・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10 月 21・22 日、高崎市問屋町のビエント高崎エクセルホールで、毎年恒例のぐんま山フェスタが開かれました。今年はアミ
ノバイタルが冠スポンサーとなり、「amino　VITAL Ⓡ presents ぐんま山フェスタ」として開催されました。
　今年も高崎の秋の名物イベント「どっと楽市」との併催で、二日間で 6 千人を越える来場者で賑わいました。２日目には「こ
れからの登山道の整備・管理について」語り合うトークセッションも開かれ、八木原圀明顧問もパネリストとして参加しました。

　巨星墜つ！石井さん、到頭お別れですね。常に群馬岳連
の中心にいて推進力となり後輩を指導して岳連発展に寄与
し、輝かしい業績を残されました。また、引退後も後輩か
ら慕われ何かと頼りにされていました。
　1974（昭和 49）年 10 月、機関誌「嶺呂」を創刊す
るにあたり石井さんから編集委員長を指名されたことや、
1976（昭和 51）年度総会であかぎ国体山岳競技会開催準
備のため国体部を設けたとき、相談役に桐生山岳会の赤石
春親さんと石井さんが就任し私が国体部長に指名されたこ
となど、勉強する機会を与えてくれました。私は転勤して
群馬を離れてからも前橋に帰ると石井さんの店に立ち寄り
楽しいひとときを過ごさせていただきました。
　昨年 2 月初旬八木原圀明さんから、ドリューム・ボック
ス店内に山岳図書コーナーを設け約 800 冊揃えた、と知ら
せがあり石井さんと撮った写真が送られてきました。谷川
岳山岳資料館長を務める八木原さんが、増え続ける文献の
保管場所に悩み山岳文化継承の一方策として考えた街中の
山岳図書館構想を石井さんが聞き入れ店舗内を提供したも
ので、石井さんの度量を尊敬すると共にその心根に感激し
ました。大御所たる由縁です。
　その後、八木原さんから石井さんが入院したと聞き伺う
予定でいたのに果たせず残念です。この写真を見て東武伊
勢崎線新伊勢崎駅前で自転車預かり所を営んでいたころ、
二階の書棚を見せてもらった記憶が蘇りました。シベリア
抑留の話から山岳書の話に変わり小島烏水の『日本アルプ
ス』や大島亮吉の『先蹤者』の話を伺い書籍も見せてもら
いました。初めて目にする書籍が多く随分勉強しているな
と感心し感銘を受けました。

「山とスキーの店石井」を
開店したのが 1963（昭和
38）年 12 月、そのころ毎
年石井さん企画のスキーバ
スで蔵王に行ったことや石
井さんの自家用車で月山に
行ったり、吹雪の山田峠越
えをしたことなどが思い出
されます。
　指導員制度ができたのが
1959（昭和 34）年、群馬
岳連は初回の第二種指導員
検定を冬の尾瀬で行いまし
た。受験生に今は亡き群馬
登高会の田中成幸さんや桐生山岳会の樋口宗平さんもいま
した。鳩待山荘でラジオの気象通報聞き取りによる天気図
作成試験があり、試験官の石井さんが私に低気圧の等圧線
を指さし小声で「もっと狭く」と教えてくれたこと、1963

（昭和 38）年 5 月の県境リレー縦走では霙と強風のため大
障子小屋の側に幕営し翌朝出発して行動中、心配して迎え
に来た石井さんと遭遇したこと、1986（昭和 61）年 9 月
のニセコ縦走、2002 年 10 月末のヒマラヤ - レンジョ・パ
ス（5340 ｍ）越えなどが瞼に浮かびます。レンジョ・パ
スでは、石井さんは 76 歳で孫の達幸さんも同行し、この
時も多くのことを学びました。思い出は尽きません。数々
のご教授ありがとうございました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

追悼　　石井謙一郎さんを偲んで　　　　　　　　　　　　　太田忠行
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小野子山
（北毛青少年自然の家から小野上駅へのコース）
難易度Ａ／体力度２
北毛青少年自然の家➡ 0:20〈0:15〉赤芝登
山口➡ 1:00〈0:40〉ゴヨウツツジ➡ 0:30

〈0:20〉 小 野 子 山 頂 ➡ 0:40〈1:10〉 雨 乞
山➡ 1:20〈2:10〉甲里で国道合流➡ 0:20

〈0:20〉小野上駅
＊〈 〉内は逆コースの所要時間
小野子山は、子持山と対をなすようにその西に並ぶ古い
火山で、中ノ岳・十二ヶ岳と合わせ、三並山と呼ばれる。
これらの山々は、北の高山村と南の渋川市を隔てる峰々
となっている。小野子山の北東の山麓には「たかやま高
原牧場」や「みどりの村キャンプ場」があり、解放感の
ある景観が広がる。降雪直後以外は年間を通して初級者
でも日帰り登山を楽しめ、自家用車でのアプローチもよ

く、手頃な山である。
ここに紹介するコース
は、高山村の北毛青少
年自然の家から入り、
吾妻川沿いの甲里に下
るものだが、自家用車
の場合はいずれかから
の往復になる。

厳しい夏が 10 月に入るころまで続いた。そして一転して、群馬の谷川や尾瀬も含め、高い山には一気に初雪が
訪れた。「地球温暖化」だけではくくれないかもしれないが、たしかに天気は変わってしまった。天気の変化

は標高の高い山には顕著に現れるが、気象観測の目は高い山には届きにくい。これから訪れる冬がどんな冬になる
のだろうか、山を登るものとして、降雪・積雪の推移や雪質の変化、来年の雪解けの進み方など含め、山の気象の
移り変わりを自分の五感で感じ取り、きちんと記録にとどめておくことの必要性を強く感じ始めている。

編
集

後
記

群馬の山 11

定価 1400 円 +税
ISBN978-4-86352-249-7

群馬県山岳連盟と日本山岳
会群馬支部、群馬県勤労者
山岳連盟による群馬県山岳
団体連絡協議会の編集で、上
毛新聞社から発売中。お求
めは岳連総務委員会へ。県
内外の書店でも好評販売中。

「群馬の山歩きベストガイド
　　　　　　　安心して歩ける 126 コース」　
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